
「川端丁の町並」　村下 龍彦さん（正保橋町）

「社協」は社会福祉法第109条に「地域福祉の推進役」として、位置づけられ
全国・都道府県・市町村に設置されている、社会福祉法人です。
正式には社会福祉協議会です。
誰もが安心して暮らすことのできる、福祉のまちづくりのために、
「地域にはどんな課題があるのか」「その課題を解決するには、どうしたらよいのか」
を考えながら、地域のみなさんと活動を進めている民間団体です。
「社協」の活動の源は、「住民のみなさんの声（意見）」です…
「社協って、どんなところ？」「具体的になにをしているの？」とお思いの方、
さあ次の扉を開いてください。

「社協」って
なんだろう
協」って
う？
「 　　」は社協のマーク 昭和47年全国社会福祉協議会が、社会福祉と社協の「社」を図案化。

「手をとりあって、明るい幸せな社会を建設する姿を、表現しています」

社協だより
ふれあいネットワーク

2012年11月

臨時特集号
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☆
本
水
尾
自
治
会
☆

☆
駅
東
自
治
会
☆

☆
寺
三
自
治
会
☆

☆
正
保
橋
町
自
治
会
☆

　
今
年
４
月
に
新
規
登
録
し
、
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
９
月
15
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
研
修
で
は
、「
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
福
祉
活
動
を
考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
社
協

の
事
業
や
介
護
保
険
制
度
の
研
修
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
住
民
自
ら
が
情
報
収
集
を
行

い
、
相
互
の
情
報

交
換
の
場
が
必

要
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ぁ
、
こ
れ
か

ら
本
格
始
動
で

す
！

　
平
成
23
年
12
月
か
ら
始
動
し
、
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

福
祉
マ
ッ
プ
作
り
等
を
通
し
て
、
自
治
会
内
で
の
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
隣
人
の
顔
も
分
か
ら
な
い
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、「
助
け
合
い
の
仕
組
み
作
り
」

を
テ
ー
マ
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
メ
ン

バ
ー
も
随
時
加
わ

り
、
少
し
ず
つ
助

け
合
い
の
輪
が
拡

が
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
今
年
４
月
に
新
規
登
録
し
、
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
研
修
会
、
疑
似
マ
ッ
プ
・
福
祉
マ
ッ
プ
作
り
を
行
い
、

現
在
は
活
動
計
画
を
検
討
・
作
成
中
で
す
。

　
地
域
で
は
、
交
流
の
深
い
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
し
て
改
善
し
て
い
く
の
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
代
表
の
石
崎
さ

ん
を
中
心
に
、
研

修
を
重
ね
て
い
き

ま
す
！

　
平
成
23
年
12
月
に
発
足
し
、
研
修
を
積
み
重
ね
て
い
ま

す
。
　
小
地
域
福
祉
研
修
・
疑
似
マ
ッ
プ
・
福
祉
マ
ッ
プ
作
り
を

通
し
て
、
地
域
住
民
が
高
齢
化
し
、
１
人
～
２
人
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
現
状

を
把
握
・
共
有
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
研
修
を

重
ね
、
組
織
作
り

を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
友
愛
訪
問
事
業

・
歳
末
た
す
け
あ
い

　「
三
世
代
交
流
も
ち
つ
き
大
会
」

・
歳
末
た
す
け
あ
い

　「
友
愛
訪
問
事
業
」

ひ
と
り
暮
ら
し

老
人

等
事

業
に
お
け
る
対

象
者

年
齢

が
引
き
上

げ
に
な
り
ま
す

!!

小
地
域
福
祉
活
動

住
民
研
修
会

社
協
で
は
地
域
に
伺
い
、
小
地
域
福
祉
活
動
住
民
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
・
団
体
ご
と
等
で
地
域
福
祉
の
現
状
や
、
共
同
募
金
、
介
護
保
険
事
業

等
の
社
協
の
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
３
つ
の
自
治
会
の
活
動
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

研
修
会
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る
自
治
会
や
団
体
の
皆
さ
ん
、

気
軽
に
社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
22

日
御
崎
２
区
自
治
会

５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
疑
似
マ
ッ
プ
を

作
成
し
ま
し
た
！

地
域
で
支
え
合
い
の
体
制
づ

く
り
に
向
け
て
、
地
域
の
現

状
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

見
守
り
体
制
の
必
要
性
を

確
認
し
、
今
後
の
活
動
へ

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

～
ち
ょ
っ
と
し
た
地
域
の
助
け
合
い
活
動
～

パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
事
業

現
在
、
市
内
８
自
治
会
を
モ
デ
ル
指
定
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
(塩
屋
東
、
上
仮
屋
、
元
禄
橋
町
、
宮
原
、
本
水
尾
、
寺
三
、
駅
東
、
正
保
橋
町
）

今
回
は
臨
時
特
集
号
７
月
号
に
引
き
続
き
４
自
治
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
！

小
地
域
福
祉
活
動

９
月
5
日

御
崎
１
区

自
治
会

疑
似

マ
ッ
プ

・
福

祉
マ

ッ
プ

と
は

??
（

疑
似

マ
ッ
プ

）
仮
想
地
域
の
地
図
（
疑
似
マ
ッ
プ
）
を
使
い
、

福
祉
マ
ッ
プ
作
り
へ
向
け
た
演
習
を
行
い
ま
す
。

（
福

祉
マ
ッ
プ

）
実
際
の
地
域
内
の
地
図
を
使
用
し
、
地
域
内
で

支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
世
帯
（
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
・
家
族
と
同
居
し
て
い
て
も
昼
間
は
ほ

と
ん
ど
自
宅
で
一
人
の
方
等
）
を
把
握
し
、
情

報
を
共
有
す
る
た
め
に
作
成
し
ま
す
。

９
月
24

日
新
町
自
治
会

パ
ー

ト
ナ

ー
サ

ー
ビ

ス
モ

デ
ル

事
業

と
は

??
地
域
の
誰
も
が
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ

と
し
た
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
近
隣
住
民
で
カ
バ
ー
し
合
い
、

相
互
に
た
す
け
あ
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
社
協
ま
で
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、各
地
区
に
お
い
て
「
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
」
は
70
歳
以
上
、

「
高
齢
者
世
帯
等
」
は
75
歳
以
上
の
方
々
へ
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
対
象
者
増
に
伴
い
、
対
象
年
齢
が
今
年

度
よ
り
繰
り
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
対
象
者
の
年
齢
を
１

年
ご
と
に
繰
り
上
げ
、
平
成
29
年
度
以
降
に
は
「
ひ
と
り
暮
ら
し

老
人
」
は
75
歳
以
上
、「
高
齢
者
世
帯
等
」
は
80
歳
以
上
の
方
が

対
象
者
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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介
護
者

の
会

研
修
旅
行
へ
！

　
社
協
で
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
車
い
す
を
必
要
と
す

る
障
が
い
者
や
、
要
介
護
高
齢
者
の
外
出
（
通
院
な
ど
）

を
援
助
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
車
い
す
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
の
ま
ま
乗
車
で
き
る
リ
フ

ト
付
車
両
を
使
用
し
、
研
修
を
受
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
　

　
　
ご
存
知
で
す
か
??

～

実
施
日
月
曜
日
～
土
曜
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
祝
日
・
日
曜
・
年
末
年
始
は
休
み
）

利
用
料
金
１
回
　
往
複
1,
00
0
円

　
　
　（
片
道
だ
け
の
利
用
で
も
同
額
）

利
用
条
件
赤
穂
市
内
在
住
の
方
で
、
家
族
（
介
護
者
）
１
名

同
乗
で
き
る
方

日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
車
い
す
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方

実
施
主
体
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会

協
力
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
て
ん
と
う
む
し
」

（
利
用
ま
で
の
流
れ
）

①
移
送
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
書
を
提
出
す
る

②
担
当
職
員
が
自
宅
へ
訪
問
し
、
状
態
の
確
認
、　

　
事
業
の
詳
し
い
説
明
を
行
い
ま
す

③
利
用
が
許
可
さ
れ
る
と
、
利
用
決
定
通
知
書
を

　
郵
送
し
ま
す

利
用
開
始
！

利
用
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
社
協
へ
予
約

通
院
等
で
お
困
り
の
方
！

在
宅
重
度
心
身
障
が
い
者
（
児
）
激
励
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
新
規
団
体
登
録

京
都
 東
映
太
秦
映
画
村
の
旅
！

行
っ

て
き

ま
し

た

「
あ
こ
う
傾
聴
の
会
」

　
心
配
し
て
い
た
台
風
も
逸
れ
、
さ
わ
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
19
日
(金
)、
20

名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
看
護
師
合
わ
せ
て
27
名
が
集
い
、
リ
フ
ト
付

き
大
型
バ
ス
に
乗
っ
て
秋
の
京
都
　
太
秦
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
映
画
村
で
は
、
大
勢
の
修
学
旅
行
生
の
に
ぎ
わ
い
を
感
じ
な
が
ら
、
ド
ラ
マ
撮
影
風
景
や

シ
ョ
ー
を
見
た
り
、
セ
ッ
ト
を
見
学
し
た
り
と
思
い
思
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
帰
り
の
車
中
で
は
、映
画
村
で
の
疲
れ
も
な
ん
の
そ
の
、カ
ラ
オ
ケ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も
な
く
、
全
員
で
一
日
の
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
看
護
師
の
み
な
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
27
日
、
社
協
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
受
講
し
た
有
志
が
集
い
、
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
あ
こ
う
傾
聴
の
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
こ
う
傾
聴
の
会
が
、
11
月
１
日
付
で
赤
穂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
勝
原
建
夫
会
長
を
中
心
に
独
自
に
研
修
を
重
ね
な
が
ら
、
人
の
悩
み
に
寄
り
添
い
お
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
く
、
そ
ん
な
活
動
を
通
し
て
社
会
に
役
立
つ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
を
拡
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
あ
こ
う
傾
聴
の
会
へ
の
ご
依
頼
・
ご
相
談
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

初
級
手
話
講
座
終
了
！

　
10
月
６
日
（
土
）
に
10
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
し
て
い
た
初
級
手
話
講

座
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
赤
穂
市
ろ
う
あ
協
会
の
中
村
千
穂
さ
ん
を
講
師
に
、
19
名
の
受
講
生
で

講
座
が
進
め
ら
れ
、
８
名
の
方
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
話
の
ス
キ
ル
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
ろ
う
あ
者
の
生
活
で
の
困
り

ご
と
、
手
話
通
訳
士
の
役
割
等
に
つ
い
て
当
事
者
か
ら
の
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、
ま
ず
は
相
手
に
「
伝
え
た
い
」「
伝
え
よ
う
」
と
い
う
気
持
ち

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
座
を
通
じ
、
受
講
生
の
中
か
ら
は
「
も
っ
と
手
話
を
勉
強
し
、

手
話
通
訳
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
た
い
」
と
の
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
き
っ
か
け
、

現
在
お
こ
な
っ
て
い
る
活
動
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
広
報
で
も
随
時
掲
載
し
ま
す
の
で
、
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
是
非
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　「
赤
穂
市
ね
た
き
り
・
認
知
症
・
重
度
障
が
い
者
の
介
護
者
の
会
（
介
護
者
の
会
）」
は
、
平
成
５
年
に
結
成
さ
れ
、
現

在
は
10
7
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
者
の
会
は
、
介
護
者
同
士
で
集
ま
り
、
悩
み
を
相
談
し
合
っ
た
り
、
行
事
に
参
加
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
定
期
的
に
福
祉
会
館
で
例
会
を
開
催
し
、「
介
護
に
役
立
つ
料
理
教
室
」
や
、
年
末
の
「
新
年
の
寄
せ
植
え
」
が

恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
オ
ム
ツ
等
の
介
護
用
品
の
共
同
購
入
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
度
介
護
者
の
会
へ
遊
び
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
事
務
局
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
ま
で
。

赤
穂
市
ね
た
き
り
・
認
知
症
・
重
度
障
が
い
者
の
介
護
者
の
会
と
は
？

　
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
っ
た
10
月
23
日
、
介
護
者
の
会
の
皆
さ

ん
が
淡
路
へ
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　
研
修
先
と
し
て
北
淡
震
災
記
念
公
園
へ
行
き
ま
し
た
。

　
語
り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
震
災
に
備
え
て
の
家
具
の
配
置
の
注

意
点
を
教
え
て
い
た
だ
き
、「
自
分
た
ち
の
家
も
確
認
し
な
け
れ
ば
！
」

と
意
識
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
す
る
時
に
持
ち
出
す
も
の
と
し
て
オ
ム
ツ
等
の
物
品
が
必

要
と
な
る
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
っ
て
み
よ
う
と
の
介
護
者
な
ら

で
は
の
提
案
も
あ
り
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
淡
路
人
形
座
へ

人
形
浄
瑠
璃
の
鑑
賞
に
行
き
ま

し
た
。

　
10
0
年
程
前
に
作
ら
れ
た
人

形
を
使
っ
て
の
伝
統
芸
能
に
皆

さ
ん
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
介
護
の
疲
れ
か
ら
少
し
解
放

さ
れ
、
良
い
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と

な
っ
た
１
日
で
し
た
。

　
社
協
と
赤
穂
市
介
護
者
の
会
で
は
、
在
宅
介
護

支
援
の
一
環
と
し
て
、
栄
養
士
の
協
力
を
得
て
「
減

塩
・
減
糖
」
を
基
本
と
し
た
介
護
特
別
食
を
毎
週

月
曜
日
と
木
曜
日
に
調
理
し
、
配
食
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
刻
み
食
・
ミ
キ
サ
ー
食
・
ト
ロ
ミ
食
・
お
粥
な

ど
の
形
状
に
も
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
利
用
に
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
社
協
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実
　施

　日
：
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日

　
　
　
　
　（
祝
日
の
場
合
、
休
み
）

　
　
　
　
　
午
前
11
時
～
12
時
前
後
に

　
　
　
　
　
ご
自
宅
へ
配
達

利
用
料
金
：
１
食
　
50
0
円

在
宅
介
護
で
食
事
に

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

～
介
護
特
別
食
の
ご
案
内
～ 在
宅
介
護

調
理

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

募
集
中
！

講
師
の
中
村
千
穂
氏

受
講
生
で
手
話
歌
を
覚
え
ま
し
た
♪

語
り
部
よ
り
お
話
を
伺
い
ま
す
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0
1
2
年

1
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N
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2
0
1
2
年

1
1
月

城
西
小
学
校
（
ラ
・
ム
ー
赤
穂
店
）

塩
屋
小
学
校
（
主
婦
の
店
赤
穂
店
）

赤
穂
小
学
校
（
イ
オ
ン
赤
穂
店
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
（
イ
オ
ン
赤
穂
店
）

共
同
募
金
委
員
（
イ
オ
ン
赤
穂
店
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
（
イ
オ
ン
赤
穂
店
）

介
護
者
の
会
（
主
婦
の
店
赤
穂
店
）

民
生
委
員
（
ラ
・
ム
ー
赤
穂
店
）

関
西
福
祉
大
学
（
イ
オ
ン
赤
穂
店
）

赤
穂
小
学
校
（
主
婦
の
店
赤
穂
店
）

赤
穂
東
中
学
校
（
主
婦
の
店
尾
崎
店
）

赤
穂
西
中
学
校
（
主
婦
の
店
塩
屋
店
）

有
年
中
学
校
（
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）

赤
穂
中
学
校
（
JR
播
州
赤
穂
駅
）

坂
越
中
学
校
（
JR
坂
越
駅
）

赤
穂
高
校
（
JR
播
州
赤
穂
駅
）

坂
越
小
学
校
（
JR
坂
越
駅
）

御
崎
小
学
校
（
主
婦
の
店
尾
崎
店
）

尾
崎
小
学
校
（
主
婦
の
店
尾
崎
店
）

赤
穂
西
小
学
校
（
JR
天
和
駅
）

高
雄
小
学
校
（
JR
坂
越
駅
）

有
年
小
学
校
（
JR
有
年
駅
）

原
小
学
校
（
有
年
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
）

て
ん
と
う
む
し
（
イ
オ
ン
赤
穂
店
）

高
雄
小
学
校
（
高
雄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
）

社
協
職
員
（
イ
オ
ン
赤
穂
店
）

手
か
ら
手
へ
や
さ
し
さ
の
お
く
り
も
の
！

赤
い

羽
根

共
同

募
金

に
児

童
・

生
徒

・
学

生
が

協
力

あ
り
が
と
う
の
笑
顔
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
種
々
な
人
の
輪
が
ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。

延
53
1
人
の
奉
仕
者

総
額
57
4,
92
4
円

街
頭
募
金
が
あ
つ
ま
り
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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o
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0
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1
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月

N
o
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3
  

2
0
1
2
年

1
1
月

社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金の配分金を活用して小学校10 校・中学校５校・高等学校１校、16 校をモデル指定して、

児童・生徒にたすけあいの精神に基づくふくしのこころを学んでいただきたいと福祉協力校活動を支援しています。

尾崎小学校・御崎小学校・原小学校キャップハンディ（体験学習）の活動を紹介します。

ボランティア活動福祉協力校活動紹介！

御
崎
小
学
校

尾
崎
小
学
校
　
４
年
生
75
名

原
小
学
校

車
イ
ス
体
験

車
イ
ス
体
験

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

アイマスク体験

盲
導
犬
と
の
生
活
を
知
る

点
字
体
験

点
字
体
験

高
齢
者
疑
似
体
験

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

10
月
11
日
（
６
年
生
62
名
）

10
月
11
日

（
６
年
生
８
名
）

９
月
25
日

10
月
11
日
（
５
年
生
15
名
）

９
月
18
日 10

月
16
日

10
月
12
日
（
５
年
生
48
名
）

10
月
11
日
（
４
年
生
70
名
）

中
途
失
明
の
三
宅
さ
ん
か
ら
目
が
見
え
な
い

人
へ
の
心
く
ば
り
を
学
び
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い

ま
し
た
。

２
～
３
人
一
組
に
な
っ
て
高
齢
者

疑
似
体
験
セ
ッ
ト
を
体
に
装
着
し

て
、
校
内
の
階
段
の
昇
り
降
り
や

徒
行
体
験
を
し
ま
し
た
。

老
人
に
な
る
こ
と
、
半
身
マ
ヒ
の

障
が
い
者
に
な
る
と
ど
う
な
る
か
を
体
験
し
、「
困
っ
て
る
人
を
助
け
よ
う
と
思
っ
た
！
」
等
の
感
想
が
出
ま
し
た
。

車
イ
ス
生
活
の
枝
川
さ
ん
か
ら
車
イ
ス
で
の
困
る
こ
と
ク

イ
ズ
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

車
イ
ス
に
お
友
達
を
乗
せ
て
道
路
を
歩
き
、
ス
ロ
ー

プ
・
自
動
ド
ア
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

等
弱
い
人
に
あ
わ
せ
た
街
づ
く
り
は
み
ん
な
に
も

便
利
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

９
月
26
日

手
話
体
験
　
１
～
３
年
生
　
16
3
名

点
字
体
験
　
　
　
４
年
生
　
 7
0
名

相
互
の

信
頼
関
係
が

大
切
で
す
！

目
の
不
自
由
な
人
の
生
活
を
知
る

中
途
失
明
の
生
活
に
つ
い
て
三
宅
さ
ん

か
ら
の
お
話
。

ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
ブ
ラ
イ
ン
ド

ウ
ォ
ー
ク
体
験
を
し
、
保
護
者
も
一
緒

に
盲
人
用
信
号
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

三
宅
さ
ん
の
目
が
見
え
な
い
こ
と
で
困
る
こ

と
の
お
話
。
ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
有
年
遺

跡
ま
で
ブ
ラ
イ
ン
ド
ウ
ォ
ー
ク
体
験
を
し
ま

し
た
。

児
島
手
話
通
訳
士
の
指
導
。
耳
の

聞
こ
え
な
い
霜
田
さ
ん
と
手
話
で

会
話
が
通
じ
る
か
な
～
。

枝
川
さ
ん
か
ら
夢
に
つ
い
て
の
お
話
。

お
友
達
を
車
イ
ス
に
乗
せ
て
介
助
の
練
習
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
！

手
話
で
歌
を
う
た
い

ま
し
た
。

点
字
の
読
み
方

打
ち
方
を
学
ぶ

点
灯
会

ト
ゥ
ル
ー
は

老
齢
の
た
め

こ
の
た
び
盲
導
犬
を

引
退
し
ま
し
た
。

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

盲
導
犬
と
の
生
活
に
つ

い
て
清
水
さ
ん
・
根
来
さ
ん

盲
導
犬
ト
ゥ
ル
ー

　
　
　
ホ
ー
ミ
ー

手
話
体
験

10
月
11
日（
１
～
２
年
生
15
名
）

９
月
21
日

３
年
生
～
４
年
生

16
名
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
々
が
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た
生
活
を
す
る
こ
と
を
支
援
す
る

た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
力
を
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
活
か
し
ま
せ
ん

か
？あ
な
た
の
力
を

活
か
し
ま
せ
ん
か
？

◆
資
　
　
格
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
、
若
し
く
は

　
　
　
　
　
　
介
護
福
祉
士
、若
し
く
は
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

◆
募
集
人
員
　
若
干
名

◆
そ
　の

　他
　
本
人
所
有
の
バ
イ
ク
、
自
動
車
で
活
動

　
　
　
　
　
　
で
き
る
人

◆
問
　合

　せ
　
社
協
訪
問
介
護
事
業
所
ま
で

　
　
　
　
　
　
℡
４
５
－
３
０
７
３

勤
務
時
間
・
賃
金
な
ど
詳
細
は
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

関
西
福
祉
大
学
　
社
会
福
祉
学
部

４
回
生
　
山
下
　
拓
人

さ
ん

　
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

１
ヶ
月
間
社
会
福
祉
実
習
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
準
備
や

街
頭
募
金
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
募
金
活
動
を
行
う
ま
で
の
大

変
さ
を
感
じ
、
共
同
募
金
は
地
域
の
様
々
な
人
た
ち
の
支
え

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
社
協
の
事
業
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
小
地
域
福

祉
活
動
の
住
民
座
談
会
や
研
修
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
方
が
ど
の
よ
う
な
想
い
の
中
で
生
活
し
て
い
る

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
実
習
を
通
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
は
住
民
に
よ
り
近
い

存
在
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
福
祉
の
発

展
の
た
め
に
も
、
と
て
も
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

　
実
習
中
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
住
民
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
西
福
祉
大
学
　
社
会
福
祉
学
部

３
回
生
　
清
水
 ひ

か
り

さ
ん

　
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

１
ヶ
月
間
社
会
福
祉
実
習
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
習
期
間
中
は
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
準
備
期
間
で
あ
っ
た
の
で
、

共
同
募
金
を
通
じ
て
地
域
の
方
々

と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
共
同
募
金
で
集
め
ら
れ
た
募
金
が
、
広
報
事
業
、

移
送
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
教
育
等
、
先
駆
的
な
事
業
の
運
営
に

活
用
さ
れ
て
お
り
、
赤
穂
市
の
地
域
福
祉
の
発
展
を
支
え
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
い
部
分
が
多
い
と
は
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
に
繋
げ
、
大
学

で
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
西
福
祉
大
学
　
社
会
福
祉
学
部

４
回
生
　
木
田
 知

奈
美

さ
ん

　
赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

１
ヶ
月
間
社
会
福
祉
実
習
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
１
ヶ
月
間
で
地
域
福
祉
推

進
計
画
策
定
の
た
め
の
地
区
別
懇

談
会
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

事
業
の
対
象
者
訪
問
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の
ひ
ま
わ
り
の

会
へ
の
参
加
、
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
学
習
等
、
様
々
な
事
業

で
実
習
を
し
、
大
学
で
学
ん
で
き
た
知
識
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
に
な
っ
て
い
る
の
が
赤
い

羽
根
共
同
募
金
で
す
。
街
頭
募
金
に
参
加
し
、
足
を
止
め
て

笑
顔
で
募
金
を
し
て
く
だ
さ
る
市
民
の
方
々
と
接
し
、
地
域

の
温
か
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
実
習
を
通
し
て
、
改
め
て
福
祉
の
現
場
で
働
き
た

い
と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
１
ヶ
月
間
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
西
福
祉
大
学
　
社
会
福
祉
学
部

３
回
生
　
神
原
　
悠
平

さ
ん

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
１
ヶ
月

間
の
実
習
の
中
で
、
私
は
多
く
の

も
の
を
得
ま
し
た
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
研
修

会
や
地
域
福
祉
推
進
計
画
の
地
区

別
懇
談
会
に
参
加
し
、
住
民
の
方

か
ら
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
集
約
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
学
の
講
義
で
は

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
経
験
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
準
備
作
業
か
ら
関
わ
り
、

大
変
さ
を
感
じ
る
と
共
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
実
習
を
機
会
に
、
今
後
も
地
域
福
祉
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
指
導
い
た
だ
い
た
住
民
、
社
協
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関西福祉大学実習生 滞在記

地域の皆さん、お世話になりました！

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

あ
な
た
の
地
域
に
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
や
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
や
ね
た
き
り
の
家
族
を
抱
え
て
介
護
に
疲
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

核
家
族
で
相
談
す
る
人
も
な
く
、
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
と
は
、
こ
う
し
た
人
た
ち
が
気
軽
に
近
く
の
集
会
所
等
に
集
ま
り
、

楽
し
く
過
ご
す
場
を
地
域
の
方
々
で
企
画
・
運
営
を
し
て
い
く
活
動
で
す
。

現
在
、
市
内
３
２
ヶ
所
で
サ
ロ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、
社
協
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
５
月
発
足

こ
ち
ら
も
今
年
5
月
発
足

～
大
橋
町
高
年
ク
ラ
ブ
～

～
さ
く
ら
会
～

　
大
橋
町
集
会
所
で
毎
月
開
催
さ
れ
る
サ
ロ
ン
の
特
徴
は
、
会
員
を
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
得
意
分
野
で
力
を
発
揮
し
、
み
ん
な
で
お
食
事

会
・
健
康
体
操
・
輪
投
げ
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
顔
触
れ
は
、
地
域
高
年
ク
ラ
ブ
の
ベ
テ
ラ
ン
が
揃
っ
て
お
り
、
息

も
ぴ
っ
た
り
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
回
目
と
な
る
今
回
は
お
食
事
会
で
す
。
朝
５
時
か
ら
準
備
を
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
、
予
定
の
９
時
半
に
は
沢
山
の
料
理
が
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
サ
ロ
ン
開
始
時
間
の
11
時
半
に
は
、
約
30
名
の
会
員
が
集
ま
り
、
代

表
の
釡
須
さ
ん
の
挨
拶
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
お
互
い
の
最
近
の
出
来
事
等
の
話
題
で
話
し
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
時
間
も
過
ぎ
、「
来
月
も
ま
た
ね
」
と
約
束
が

交
わ
さ
れ
、
解
散
し
ま
し
た
。

　
取
材
を
通
じ
、
こ
の
サ
ロ
ン
に
は
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
が
今
も
い
き
、

お
互
い
の
情
報
が
共
有
さ
れ
て
い
る
の
が
垣
間
見
え
、
地
域
の
絆
の
強
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
西
側
）

　
さ
く
ら
通
り
自
治
会
主
体
の
サ
ロ
ン
が
発
足
し
た
の
で
今
回
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

　
し
ゃ
べ
っ
て
、
運
動
し
て
、
や
る
気
を
出
そ
う
！
と
、
住
民
の
１
人

で
あ
る
、
東
内
さ
ん
が
提
案
さ
れ
、
実
現
し
た
と
の
こ
と
。

　
10
月
９
日
（
火
）
は
、
秋
晴
れ
の
下
で
９
時
半
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
公
園
で
行
わ
れ
、
52
歳
～
75
歳
の
方
々
16
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
な
か
な
か
の
腕
前
で
、「
入
っ
た
！
」「
惜
し
い
！
」
と
歓
声

が
沸
き
、
な
ん
と
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ま
で
飛
び
出
し
ま
し
た
。

　
運
動
中
に
公
園
の
脇
を
電
車
が
通
り
、
乗
客
の
方
に
も
元
気
を
与
え

て
い
る
の
か
な
、
と
思
う
光
景
で
し
た
。

　
第
４
火
曜
日
は
自
治
会
館
内
で
「
お
し
ゃ
べ
り
の
会
」、
第
４
木
曜

日
に
は
「
童
謡
の
会
」
を
企
画
さ
れ
、
９
月
の
敬
老
会
の
時
も
、
小
学

生
が
参
加
し
て
一
緒
に
歌
を
楽
し
み
、
大
変
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
元
気
は
つ
ら
つ
！
の
さ
く
ら
会
で
し
た
。

（
広
報
委
員
　
多
田
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
白
熱
し
ま
し
た
！

さ
く
ら
会
の
皆
さ
ん

社会福祉士を目指す学生４名が、８月27 日〜10 月９日の間、赤穂市社協で社会福祉実習を行いました。

サ
ロ
ン
紹
介

ああああ
な
た

あああ
な
たた

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

挨
拶
さ
れ
る
釡
須
さ
ん

み
ん
な
で
乾
杯
！
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（11月11日～
　　　12月31日） 表紙の絵「川端丁の町並」「川端丁の町並」

広報委員長　村下龍彦さん（正保橋町）の作品です。
赤穂東浜塩業跡地からのスケッチで、この場所からは
昭和38年3月30日に景勝の赤穂御崎の頂上に点灯され
た、赤穂御崎灯台も見ることができます。

編 集 後 記
　臨時特集号No.13 の発行です。
　今回 11 ページに掲載している実習生は私の後
輩にあたります。
　私も大学３回生の時に実習に行き、毎日が緊張
だったことを思い出しました。
　１ヶ月間お疲れさまでした。
　臨時特集号はNo.14 は２月に発行予定です。
　地域の情報盛りだくさんでお届けします。

（広報委員会事務局　荒尾）

ご意見・問合せは
社会福祉法人　赤穂市社会福祉協議会
〒678－0232　赤穂市中広 267番地
電　話　０７９１－４２－１３９７
ＦＡＸ　０７９１－４５－２４４４

ホームページも是非ご覧ください！
http://ako-shakyo.jp/

Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
か
ら
徒
歩
東
南
へ
10
分

Ｊ
Ｒ
相
生
駅
か
ら
自
動
車
25
分

山
陽
自
動
車
道
赤
穂
Ｉ
Ｃ
か
ら
自
動
車
10
分

●赤穂海浜
　公園

●市民病院

●ハーモニーホール
●市役所

赤穂 I.C

至 三石･R2

山陽自動車道

R250

体育館●

図書館●

赤穂城跡

消
防
本
部
●

至 

備
前

至 

龍
野
西

赤穂市総合
福 祉 会 館

赤 穂 駅

 歳末たすけあい運動（12/1～12/20）
２日㈰ 小地域福祉研修会（東之町自治会：９時30分～）
５日㈬ 早かごセミナー（関西福祉大学：11時～12時）
 心配ごと相談・こころの相談（13時～17時）
 音楽ボランティア養成講座②（13時30分～15時30分）
８日㈯ 障がい者週間 ともに考える市民のつどい
 （13時30分～16時）

12日㈬ 心配ごと相談（13時～17時）
13日㈭ おもちゃ病院（10時～11時）
 おもちゃライブラリー（10時～12時）
 音楽ボランティア養成講座③（13時30分～15時30分）
15日㈯ 給食サービス（９時～13時）
16日㈰ 三世代交流もちつき大会（12/16～12/24）
20日㈭ 心配ごと相談・弁護士相談（９時～12時）
22日㈯ おもちゃ病院（13時～15時）
 おもちゃライブラリー（13時30分～15時30分）
26日㈬ 心配ごと相談・こころの相談（13時～17時）

 歳末たすけあい運動（12/1～12/20）
２日㈰ 小地域福祉研修会（東之町自治会：９時30分～）
５日㈬ 早かごセミナー（関西福祉大学：11時～12時）
 心配ごと相談・こころの相談（13時～17時）
 音楽ボランティア養成講座②（13時30分～15時30分）
８日㈯ 障がい者週間 ともに考える市民のつどい
 （13時30分～16時）

12日㈬ 心配ごと相談（13時～17時）
13日㈭ おもちゃ病院（10時～11時）
 おもちゃライブラリー（10時～12時）
 音楽ボランティア養成講座③（13時30分～15時30分）
15日㈯ 給食サービス（９時～13時）
16日㈰ 三世代交流もちつき大会（12/16～12/24）
20日㈭ 心配ごと相談・弁護士相談（９時～12時）
22日㈯ おもちゃ病院（13時～15時）
 おもちゃライブラリー（13時30分～15時30分）
26日㈬ 心配ごと相談・こころの相談（13時～17時）

11 月

12月

11日㈰ しあわせフェスティバル
 ～フクシふれあいまつり～（９時～16時）
12日㈪ 福祉教育体験学習（点字：塩屋小学校）
13日㈫　初級点字講座⑥（10時～12時）
14日㈬ 心配ごと相談（13時～17時）
15日㈭ 心配ごと相談・弁護士相談（９時～12時）
16日㈮ 福祉教育体験学習（車いす：高雄小学校）
17日㈯ 給食サービス（９時～13時）
18日㈰ 塩屋東パートナーサロン会議（19時～）
20日㈫ 初級点字講座⑦（10時～12時）
21日㈬ 音楽ボランティア養成講座①（13時30分～15時30分）　　
 ひまわりの会お誕生日会（10時～14時）
24日㈯ おもちゃ病院（13時～15時）
 おもちゃライブラリー（13時30分～15時30分）
27日㈫ 初級点字講座⑧（10時～12時）
28日㈬ 心配ごと相談・こころの相談（13時～17時）
 共同募金委員会（10時～）
 歳末たすけあい三世代交流もちつき大会打合せ
 （11時10分～）
 歳末たすけあい友愛訪問打合せ（11時40分～）

赤穂市善意銀行マスコットキャラクター

　赤穂市善意銀行では、社会のため・人
のために尽くしたいという人々から寄
せられた善意をお預かりしています。
　善意銀行の預託金は、さまざまな福祉
活動に姿を変え、還元されます。
　皆さまのご協力をお待ちしています。

皆さまのやさしさと
温かい善意を『善意銀行』へ

ぜんい君 こころちゃん

　心配ごと相談所は、日常生活で困っていること、悩んでいるこ
とについて誰でも相談できるところです。　相談員はその方の立
場に立って一緒に考えます。相談内容が外部に漏れることは一切
ありません。なお、費用は無料となっておりますので、まずは社協
までお問合せください。
（通常相談日） 
　【一般相談】 
　　毎週水曜日　午後１時～５時（第３水曜日を除く）
　【弁護士相談】※ 
　　第３木曜日　午前８時 30 分～ 12 時（要予約）
　【カウンセラーによるこころの相談】※ 
　　第１・４水曜日　午後１時～５時（要予約）　
　※弁護士相談・こころの相談は予約が必要です。
　　ご注意ください。 

『ストップ・ザ・無縁社会』
全県キャンペーン展開中！

※赤穂市社協は、兵庫県内の社協とともに、
　『支え合い社会』を目指します。

～『無縁社会』から『支え合い社会』へ～


